
第
１
回
ま
ち
づ
く
り 

　
　
　

   

デ
ザ
イ
ン
会
議
開
催

　
７
月
30
日（
土
）、
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
で
第
１
回
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
会
議
の
委
員
は
、
各
種
団
体
か
ら

推
薦
さ
れ
た
方
や
公
募
に
よ
り
選
ば

れ
た
方
の
他
、
高
校
生
・
大
学
生
な

ど
62
人
。

　
第
１
回
目
と
な
る
今
回
は
、
委
員

の
皆
さ
ま
に
委
嘱
状
の
交
付
を
行
い
、

代
表
し
て
赤あ

か

﨑さ
き

弘ひ
ろ

熙き

さ
ん
が
委
嘱
状

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
委
嘱
状
交
付
後
、
委
員
は
そ
れ
ぞ

れ
テ
ー
マ
の
異
な
る
４
つ
の
分
科
会

（
ま
ち
づ
く
り
分
科
会
、
暮
ら
し
・

安
全
分
科
会
、
福
祉
・
教
育
分
科

会
、
産
業
振
興
分
科
会
）に
分
か
れ
、

「
薩
摩
川
内
市
の
好
き
な
と
こ
ろ
」を

テ
ー
マ
に
、
参
加
者
一
人
一
人
が
意

見
を
書
い
た
カ
ー
ド
を
模
造
紙
に
貼

り
付
け
、
整
理
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
自
然
や
歴

史
、
食
、
住
な
ど
、
委
員
そ
れ
ぞ
れ

が
感
じ
て
い
る
本
市
の
好
き
な
と
こ

ろ
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
、
非
常
に
活
発
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

　
今
後
は
、
ま
ち
の
課
題
や
10
年
後

の
ビ
ジ
ョ
ン
、
そ
の
実
現
に
向
け
た

ア
イ
デ
ア
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

来
年
１
月
に
そ
の
意
見
・
ア
イ
デ
ア

を
提
言
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ

る
予
定
で
す
。

　
本
会
議
で
活
発
な
議
論
が
重
ね
ら

れ
、
持
続
可
能
な
輝
か
し
い
未
来
に

向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
が
描
か
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で

あ
る「
第
３
次
薩
摩
川
内
市
総
合

計
画
」の
策
定
に
向
け
、
市
民
自

身
が
長
期
的
視
点
に
立
ち
、
市
の

あ
る
べ
き
姿
を
展
望
し
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
会
議
は
全
６
回
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

薩
摩
川
内
市
ま
ち
づ
く
り 

デ
ザ
イ
ン
会
議 

と
は
…

市民とデザインする10年後の未来
薩摩川内市まちづくりデザイン会議

問
合
先
／
本
庁
企
画
政
策
課

　
　
　
　
政
策
Ｇ

（
内
線
４
８
３
４
）

122022.10.10 広報

…問合先　 …申込先・提出先・申請先　 …電話番号　 …内線　  …FAX　  …メールアドレス「みんなの１１９」

◆ 本市消防団の定数と人員 ◆ 消防団の年齢構成

※機能別団員除く
平均年齢：45.3歳

方面隊名 定数 実員 充足率
団　本　部 49 43 87.8%

川内南方面隊 198 175 88.4%
川内北方面隊 172 162 94.2%

東郷方面隊 112 109 97.3%
川内西方面隊 106 83 78.3%

樋脇方面隊 126 114 90.5%
入来方面隊 99 95 96.0%

祁答院方面隊 104 95 91.3%
上甑方面隊 137 121 88.3%
下甑方面隊 142 135 95.1%
機能別団員 63 72 114.3%

合　計 1,308 1,204 92.0%
単位：人

20～24歳
2.5% 25～29歳

3.5%

30～34歳
7.7%

60歳～
9.3%
60歳～
9.3%

45～49歳
16.3%
45～49歳
16.3%

40～44歳
18.1%
40～44歳
18.1%

35～39歳
16.7%
35～39歳
16.7%50～54歳

14.3%
50～54歳
14.3%

55～59歳
11.2%
55～59歳
11.2%

20歳未満
0.4%

急募

薩摩川内ウーカンくん
イメージキャラクター

　左記のとおり、消防団員
の定数不足と高齢化が進ん
でいます。
　消防団は、火災発生時や
災害発生時にいち早く現場
に駆け付け、初期消火や消
防活動などを担う地域防災
の重要な組織であり、若手
団員の確保が大きな課題と
なっています。

　本市では現在、1, ２０４人の消防団員が市民の安心安全のため、日夜活動しています。
　消防団は「自らの町は自らで守る」という郷土愛護の精神に基づき、住民有志により組織された消防機関です。
　普段は各自の職業に従事しながら、いざ災害が発生した際にはいち早く現場に駆けつけ、災害防御活動などを行っ
ています。

　消防団は火災現場での消火をはじめ、地震や風水害といった自然災害時の消防活動など、さまざまな現場で活躍
しています。また、災害発生時以外にも、各種防災訓練への参加や火災予防広報活動など、幅広い活動を行ってい
ます。

自らの町は自らで守る！

▲

問合先／消防局警防課　 （22）0125

我ら

　年の初め、消防機関全体の心意気を示す伝
統的行事です。

　出水期に備えて、水防活動能力の向上と各
機関の連携強化を図ります。

　消火技術の向上および消防団の士気高揚を
目的とし、隔年おきに実施しています。

消防出初式 水防演習

消防操法大会

　■本市消防団の主な活動

　■本市消防団の現状（R4.4.1 現在）と課題

薩摩川内市消防団

　入団資格は１８歳以上で、薩摩川内市に居住、勤務または通学している方なら男性、女性問わず入団で
きます。皆さんの入団をお待ちしています。詳しくは消防局警防課までお問い合わせください。

消防団員を募集しています!
あなたの力が必要です!
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「
想
い
」「
個
性
」「
夢
」を
生
か
し
、

ご
要
望
に
沿
え
る
よ
う
、
工
夫
し

な
が
ら
技
術
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
一
つ
一
つ
の
工
事
に
達
成
感

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

社
員
一
丸
と
な
っ
て
日
々
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人
材
確
保
・
育
成
、
　

地
域
貢
献
の
取
り
組
み

　
定
期
的
に
社
内
面
談
を
行
い
、

社
員
一
人
一
人
か
ら
仕
事
上
の
困

り
事
や
意
見
を
聞
き
取
り
、
改
善

を
行
う
な
ど
、
社
員
が
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、（
一
社
）鹿
児
島
県

建
設
業
協
会
が
主
体
と
な
っ
て
毎

年
実
施
さ
れ
る
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
に
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
学
生
た
ち
に
数
日
間
、
職
場

の
雰
囲
気
や
業
務
内
容
を
体
験
し

て
も
ら
い
、
次
の
世
代
を
担
う
人

材
育
成
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
貢
献
の
一
環
と

し
て
、
年
に
数
回
地
域
の
学
校
な

ど
を
訪
問
し
、
普
段
は
手
入
れ
が

難
し
い
屋
根
上
の
清
掃
や
陥
没
し

た
土
地
の
補
修
、
通
学
路
の
除
草

作
業
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　
こ
れ
か
ら
も
薩
摩
川
内
市
で
、

当
社
が
有
す
る
熟
練
の
技
術
を
若

い
世
代
へ
と
引
き
継
ぎ
、
地
域
に

長
く
貢
献
で
き
る
よ
う
、
日
々
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
株
式
会
社
末
廣
組

を「
深
ボ
リ
！
」。
代
表
取
締
役
社

長
山や

ま
し
た
こ
う
い
ち
ろ
う

下
耕
一
郎
さ
ん
、
取
締
役
副

社
長
山や

ま
し
た
ゆ
う
き

下
結
城
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　
当
社
は
、
昭
和
28
年
創
業
の
建

設
や
土
木
を
は
じ
め
と
し
た
工
事

を
行
う
会
社
で
す
。
お
客
さ
ま
の

第
46
回

株
式
会
社
末す
え
ひ
ろ
ぐ
み

廣
組

株
式
会
社
末
廣
組

入
来
町
副
田

　
５
５
２
８
番
地

（
44
）２
０
４
８

起業者応援！

今月の起業人び と

このコーナーでは新規開業者情報をお届けしています。

　「１人でも多くの障がい者が社会
人として就労できる地域づくりを行
いたい」「重度者のリハビリ支援を
行いたい」と考え、昨年１０月に創
業しました。これまでリハビリの専
門職として勤務してきた自分の経験
を生かし、利用者に寄り添ったサー
ビスを提供しています。それぞれに
合った生産作業や趣味活動、リハビ
リなどを通じて、一緒に「成功体験」
を重ねていきたいと思っています。

合同会社R
リディーコロ

idicolo.　業種：就労継続支援Ｂ型事業・生活介護事業　起業者：田
た の う え

之上　友
ともひこ

彦さん

 ©2022 100 m 

895-0005 
−

 

895-0005 
−

895-0005 −

合同会社
Ridicolo.

★

●

●

高江記念病院

博善社
永利中央斎場

木
佐
貫
ロ
ー
ド

42

▲山下耕一郎代表取締役社長（一番右）
　山下結城取締役副社長（右から２番目）と社員の皆さん

●所在地／永利町 4568-2
●営業時間／ 8:00 ～ 17:00
　 (20)1026
●定休日／日曜日・祝日

▲ Instagram

▲ Instagram

▲ Facebook

▲組み立て作業の様子

▲除草作業の様子

▲ホームページ

142022.10.10 広報

てらやまんち夏休み親子工作教室
　７月23日（土）と８月27日（土）、少年自然の家で
夏休み親子工作教室を行いました。参加した親子は、
職員のアドバイスを受けながら、本棚や巣箱、プラ
ンター、貯金箱など思い思いの木工作品を制作する
ことができました。

　８月28日（日）、少年自然の家でファミリー自然体
験隊（夏）を開催し、６家族26人がそうめん流しを体
験しました。炊飯棟に設置した竹製の水路にそうめ
んを流し、自ら制作した竹の器や箸を使って、食べ
るそうめんは格別で、涼を感じる笑顔いっぱいの一
日になりました。

　９月10日（土）、ＳＳプラザせんだいで第６回下水
道フェアを開催しました。下水道についてのパネル
展示や相談会の他、水をきれいにしてくれる微生物
の観察などにより、訪れた人々は、下水道の必要性
や仕組みについて理解を深めました。

ファミリー自然体験隊（夏）

９月10日は下水道の日！

　８月20日（土）から１泊２日間、少年自然の家で
「キッズキャンプ」を開催しました。小学３年生と４
年生の21人が参加し、野外炊飯、灯のつどい、自転
車モトクロスなどの活動を通してチャレンジするこ
とや仲間と協力することを学ぶ機会となりました。

　９月３日（土）、川内川河川敷大小路側にて（公社）
川内青年会議所主催の、さつま川内防災フェスタが
開催されました。「備える・学ぶ・活かす・触れる」の
４つのテーマで、消火訓練体験や大雨体験、ステー
ジショー、ハザードマップや防災アプリの解説など
充実した内容
で、多くの方
の防災意識向
上につなげる
ことができま
した。

目指せ！未来のぼっけもん
キッズキャンプ（夏）

さつま川内防災フェスタ

「　　　　　」に
投稿ください。

投稿方法
①タイトル（11文字程度）　 ②本文（140文字程度）

 ③投稿者名　 ④連絡先　 ⑤写真１枚～３枚
を添えて、秘書広報課までメールで投稿ください。
メールアドレス／koho@city.satsumasendai.lg.jp

※内容やスペースの都合により掲載できない場合も
　ありますので、あらかじめご了承ください。

　まちの話題は、市民の皆さんからいただいた
情報により、身近な話題を掲載しています。
　皆さんからのたくさんの投稿お待ちしています。
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▲火災の煙を体験している様子



…
日
時
・
期
間
・
期
日
　

…
場

所
　

…
内
容
　

…
対
象
　

…

定
員
　

…
受
講
料
・
参
加
料
　

…
出
演
　

…
講
師
・
相
談
員
　

…
準
備
す
る
物
　

…
申
込
期
間
　

…
申
込
方
法
　

…
募
集
住
宅
　

…
抽
選
日
・
抽
選
場
所
　

…
販

売
日
時
・
販
売
先
　

…
そ
の
他
　

…
託
児
　

…
資
格
　

…
問
合

先
　

…
申
込
先
・
提
出
先
・
届
出

先
　

…
電
話
番
号
　

…
内
線

…
フ
ァ
ク
ス
番
号
　

…
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
　

…
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
　

…
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

…
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

少
年
自
然
の
家
事
業

出
張
星
空
観
望
会
in
平
佐
東
小

10
月
21
日（
金
）17
時
30
分
～
19
時

50
分平

佐
東
小
学
校

せ
ん
だ
い
宇
宙
館
職
員
　
今い
ま
む
ら村
聡さ
と
し

氏
、
別ぺ
っ
ぷ府
修し
ゅ
う
じ治
氏
に
よ
る
講
話
、
天

体
観
測
、
秋
の
星
座
の
神
話
劇

市
内
居
住
者

※
参
加
無
料

て
ら
や
ま
ん
ち
元
気
は
つ
ら
つ
ス

ク
ー
ル【
要
申
込
】

11
月
４
日（
金
）９
時
～
14
時
30
分

少
年
自
然
の
家

元
気
は
つ
ら
つ
体
操
、
野
外
炊
飯

（
パ
エ
リ
ア
）、
茶
話
会

※�

パ
エ
リ
ア
は
魚
介
類
を
使
用
す
る

た
め
、
申
し
込
み
の
際
は
ア
レ
ル

ギ
ー
の
有
無
を
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

65
歳
以
上
の
市
内
居
住
者

先
着
20
人

５
０
０
円（
昼
食
代
を
含
む
）

屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物※�

介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業
の

対
象
で
す
。

10
月
22
日（
土
）～

電
話

て
ら
や
ま
ん
ち
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ

【
要
申
込
】

11
月
13
日（
日
）９
時
30
分
～
15
時

30
分少

年
自
然
の
家

※
入
場
無
料

▼�

芸
術
の
秋
＝
Ｕ
Ｆ
Ｏ
・
オ
リ

ジ
ナ
ル
コ
ー
ス
タ
ー
・
缶
バ
ッ

ジ
・
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
・
木
工

ペ
ン
ダ
ン
ト
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
制

作
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
上
映

　
▼�

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
＝
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　
▼�

食
欲
の
秋
＝
綿
あ
め
、
竹
串

マ
シ
ュ
マ
ロ
サ
ン
ド
、
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン

※�

材
料
代
が
必
要
な
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
。

市
内
居
住
者

先
着
２
０
０
人

飲
み
物
な
ど

10
月
29
日（
土
）～

電
話少

年
自
然
の
家

（
29
）２
１
１
４

古こ

尊そ
ん

新し
ん

創そ
う

　
秋
の
奏か
な
で

と
灯と
も
し
び火

10
月
29
日（
土
）17
時
30
分
～
21
時

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ
　
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
　
Ｙ
Ｏ

Ｚ
Ｅ
Ｉ（
旧
陽
成
小
体
育
館
）�

秋
の
竹
灯
り
と
音
楽
の
夜（
わ
か

ま
つ
ご
う
に
よ
る
ラ
イ
ブ
、
和
太

鼓
、
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な

ど
）、
飲
食
ブ
ー
ス

※
入
場
無
料

森
林
と
陽
成
竹
振
興
会

（
30
）２
５
１
４

鹿
児
島
純
心
大
学 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

【
要
申
込
】

10
月
29
日（
土
）13
時
～
15
時
30
分

鹿
児
島
純
心
女
子
大
学

※
２
０
２
３
年
４
月
よ
り
男
女
共
学

大
学
・
学
科
概
要
紹
介
、
入
試
・

就
職
情
報
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、

フ
リ
ー
ト
ー
ク
　
他

高
校
生
、
同
伴
者

10
月
25
日（
火
）ま
で

電
話
、

上
の
申
込
フ
ォ
ー
ム

鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
入
試

広
報
課�

�（
23
）５
３
１
１

秋
の
お
り
が
み
広
場

11
月
１
日（
火
）～
６
日（
日
）９
時

～
16
時
30
分

川
内
歴
史
資
料
館

秋
を
テ
ー
マ
と
し
た
お
り
が
み
制

作（
う
さ
ぎ
、
ど
ん
ぐ
り
、
も
み
じ

な
ど
）

ど
な
た
で
も
可

※
参
加
無
料

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

川
内
歴
史
資
料
館 

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館 

無
料
開
館

11
月
１
日（
火
）～
６
日（
日
）

教
育
・
文
化
週
間
に
伴
う
展
示
室

の
無
料
開
館

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

市
民
星
空
観
望
会 

天
王
星
・
海
王
星
観
望
月
間

11
月
１
日（
火
）～
30
日（
水
）18
時

30
分
～
21
時（
最
終
受
付
時
間
20
時

30
分
）

※
月
曜
日
は
休
館

※
雨
天
・
曇
天
時
は
中
止

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

天
王
星
や
海
王
星
、
秋
の
星
々
の

観
察▼

高
校
生
以
上
＝
５
０
０
円

　
▼
小
・
中
学
生
＝
３
０
０
円

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

（
31
）４
４
７
７

工
作
教
室「
ア
ジ
ア
ン 

ノ
ッ
ト
の
飾
り
作
り
」 

【
要
申
込
】

11
月
３
日（
木
）９
時
30
分
～
10
時

30
分
、
11
時
～
12
時
、
13
時
30
分
～

14
時
30
分（
受
け
付
け
は
各
回
開
始

15
分
前
～
）

川
内
歴
史
資
料
館

伝
統
的
な
結
び
を
用
い
た
ス
ト

ラ
ッ
プ
制
作

ど
な
た
で
も
可

※�

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
１
人

ま
で

各
回
先
着
４
人

３
０
０
円

10
月
16
日（
日
）
～
11
月
２
日

（
水
）直

接
、
電
話

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト

▲�鹿児島純
心女子大
学

162022.10.10 広報

募
集

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

歴
史
講
座「
鎌
倉
時
代
の
薩

摩
川
内
」【
要
申
込
】

11
月
13
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

（
受
け
付
け
は
13
時
～
）

川
内
歴
史
資
料
館

現
在
開
催
中
の
特
別
展
に
関
連
し

た
幕
府
や
島し

ま

津づ

氏
、
澁し
ぶ

谷や

氏
、
新
田

神
社
、
薩
摩
国
分
寺
な
ど
当
時
の
薩

摩
川
内
の
状
況
に
つ
い
て
文
書
な
ど

を
用
い
て
解
説

ど
な
た
で
も
可

先
着
40
人

２
０
０
円

川
内
歴
史
資
料
館
学
芸
員
　
吉よ
し

本も
と

明あ
き

弘ひ
ろ

氏
10
月
18
日（
火
）
～
11
月
12
日

（
土
）直

接
、
電
話

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）�

２
３
４
４

入
来
麓
文
化
講
演
会
・
入
来

文
書
学
習
会【
要
申
込
】

入
来
麓
文
化
講
演
会

11
月
20
日（
日
）10
時
～
12
時

入
来
麓
の
魅
力
と
他
の
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
と
の
違
い

市
内
居
住
者

第
一
工
科
大
学
名
誉
教
授
　
石い
し

田だ

尾お

博ひ
ろ

夫お

氏
、
元
鹿
児
島
県
観
光
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
　
奈な

良ら

迫さ
こ

英ひ
で

光み
つ

氏

入
来
文
書
学
習
会

11
月
20
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

30
分「

入
来
文
書
の
紐
解
き
方
」講
演
会

後
、
座
談
会
に
よ
る
入
来
文
書
の
学

習
会「

入
来
文
書
」に
関
心
の
あ
る
方

横
浜
市
立
大
学
名
誉
教
授
　
矢や

吹ぶ
き

晋す
す
む

氏入
来
文
化
ホ
ー
ル
別
館

各
会
先
着
50
人

※
受
講
無
料

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
ど
ち
ら
の

会
に
参
加
希
望
か（
両
方
も
可
）を
明

記
の
上
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス

入
来
花
水
木
会

（
44
）３
５
８
６

chakochan.ksh.3392@
gm
ail.com

歴
史
講
座｢

史
跡
巡
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ｉｎ
入
来
」 

【
要
申
込
】

11
月
26
日（
土
）13
時
～
16
時
30
分

※�

集
合
場
所
は
入
来
麓
武
家
屋
敷
群

駐
車
場

川
内
歴
史
資
料
館
学
芸
員
　
吉よ
し

本も
と

明あ
き

弘ひ
ろ

氏
現
在
開
催
中
の
特
別
展
に
関
連
し

た
入
来
地
域
の
清
色
城
跡
や
周
辺
の

史
跡
・
文
化
財
巡
り

ど
な
た
で
も
可

先
着
15
人

※
参
加
無
料

10
月
29
日（
土
）
～
11
月
25
日

（
金
）直

接
、
電
話

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

初
心
者
の
た
め
の
パ
ン
作
り

教
室11

月
20
日（
日
）９
時
～
13
時

宮
内
手
作
り
パ
ン
・
洋
菓
子
教
室

ク
リ
ス
マ
ス
時
期
に
合
う
パ
ン
と

お
菓
子
作
り

ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ム
ベ
ー
キ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
認
定
師
範
　
宮み

や

内う
ち

千ち

鶴づ

子こ

氏

市
内
居
住
の
成
人
の
方

８
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

※�

抽
選
結
果
な
ど
に
つ
い
て
は
、
11

月
10
日（
木
）以
降
に
お
知
ら
せ

２
０
０
０
円（
材
料
代
）

持
ち
帰
り
用
の
容
器

10
月
24
日（
月
）
～
11
月
７
日

（
月
）上

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

明
記
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
氏
名
、

年
齢
、
連
絡
先
、
希
望
日
を
明
記
の

上
、
メ
ー
ル

※
一
回
に
複
数
名
の
申
込
不
可

薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ
く
り

公
社
総
務
課
事
業
係

（
42
）１
１
８
１

（
42
）２
３
７
３

�jigyou4@
satsum

asendai.or.jp

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

�

（
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
）

▼�

川
内
地
域
＝
城
上
、
高
江
、
上
川

内
、
後
牟
田
、
八
幡
馬
場
、
宮
下

市
営
、
勝
目
一
般

▼�

樋
脇
地
域
＝
八
幡
、
椿
第
１
、
サ

ン
ビ
レ
ッ
ジ
樋
脇

▼�

入
来
地
域
＝
愛
宕
、八
風
、グ
リ
ー

ン
ビ
レ
ッ
ジ
入
来（
シ
ル
バ
ー
）、

立
山
一
般

▼�

東
郷
地
域
＝
前
原

▼�

祁
答
院
地
域
＝
会
田
、
砂
石
、
早

馬
、
黒
木
第
３
一
般

▼�

里
地
域
＝
城
山
、
東
笠
掛
１
号
一

般
▼�

上
甑
地
域
＝
上
甑
宮
田
、
村
町
、

前
田
ふ
る
さ
と（
一
般
）、
平
良

▼�

下
甑
地
域
＝
浜
田

▼�

鹿
島
地
域
＝
鹿
島
宮
田

10
月
20
日（
木
）必
着

の
各
所
に
備
え
付
け
ま
た
は

市

上
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
明
記
の
上
、
直
接
ま
た
は
送
付

10
月
25
日（
火
）10
時
～

の
各

所※
す
ぐ
に
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
、
抽
選

※�

詳
し
く
は
募
集
案
内
を
参
照
く
だ

さ
い
。（

の
各
所
に
備
え
付
け
）

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

▼��

川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱

市
営
住
宅
管
理
事
務
所

　
　
　
（
25
）１
９
０
０

　
　
▼�
本
土
４
地
域
＝
㈱
橋
口
組

市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
37
）２
５
３
３

　
　
▼�

甑
島
地
域
＝
㈱
水
建
シ
ス

テ
ム
甑
島
地
域
市
営
住
宅

管
理
事
務
所

　
　
　

�

０
９
９
６
９（
３
）２
４

９
３

Ｗワ
ー

ド

プ

レ

ス

ｏ
ｒ
ｄ
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
、

Ｇグ
ー

グ

ル

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
サ
イ
ト
に
よ

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座

12
月
２
日（
金
）
～
12
月
23
日

（
金
）

※�

原
則
、
月
・
水
・
金
曜
日（
全
10
回
）

18
時
30
分
～
21
時

川
内
能
力
開
発
協
会�（
青
山
町
）

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
り
方

先
着
16
人

１
万
８
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
を
含
む
）

11
月
18
日（
金
）

上
の
申
込
フ
ォ
ー
ム

川
内
能
力
開
発
協
会

（
22
）３
８
７
３

▲�講座申込
フォーム
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心
と
体
を
解
き
放
と
う
！ 

Ｃ
Ｉ
ダ
ン
ス
体
験

11
月
20
日（
日
）

▼�

第
１
部
＝
10
時
～
11
時
30
分

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

▼�

第
２
部
＝
13
時
30
分
～
14
時
30
分

（
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
観
覧
）

※�

各
部
ご
と
に
受
け
付
け
、
重
複
可

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

伊
佐
市
在
住
で
世
界
的
に
活
躍
し

て
い
る
Ｃ
Ｉ
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
に
よ
る

ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト

※�

Ｃ
Ｉ
＝
コ
ン
タ
ク
ト
・
イ
ン
プ
ロ

ビ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
の
略
で
即

興
ダ
ン
ス
の
一
形
態

ど
な
た
で
も
可

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▼�

第
１
部
＝
先
着
20
人
程
度

　

▼�

第
２
部
＝
先
着
30
人
程
度

※
参
加
無
料

コ
ン
タ
ク
ト
・
イ
ン
プ
ロ
ビ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
Ｃシ

ー
ア
イ
シ
ー
オ
ー

Ｉ
ｃ
ｏ　

勝か
つ

部べ

ち
こ
氏
、
鹿か

島し
ま

聖し
ょ
う
こ子
氏

み
の
も
ピ
ア
ノ
教
室　

蓑み
の

茂も

尚な
お

美み

氏

運
動
の
で
き
る
服
装
、
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
、
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
床
に
敷
く
も

の（
第
１
部
の
み
）

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

11
月
１
日（
火
）～

直
接
、
電
話
、
メ
ー
ル

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

m
agokoro@

po4.synapse.ne.jp

治
療
と
仕
事
の
た
め
の 

両
立
支
援
無
料
相
談
窓
口

【
要
申
込
】

毎
月
第
４
木
曜
日
13
時
～
15
時

※
祝
日
は
休
み

※
申
し
込
み
が
な
い
場
合
は
中
止

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院（
永

利
町
）

鹿
児
島
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
両
立
支
援
促
進
員（
社
会
保
険

労
務
士
な
ど
）

治
療
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
た
め

に
利
用
で
き
る
制
度
や
傷
病
手
当
金

な
ど
の
社
会
保
険
の
手
続
き
、
休
職

や
復
職
の
相
談
な
ど

働
き
な
が
ら
、
が
ん
、
脳
血
管
疾

患
、
難
病
な
ど
の
治
療
を
受
け
て
い

る
方
や
そ
の
ご
家
族
、
事
業
場
担
当

者
な
ど川

内
市
医
師
会
立
市
民
病
院

患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

（
22
）１
１
１
１

子
育
て
講
演
会
＆
不
登
校
や

子
育
て
に
悩
む
人
た
ち
の 

｢

だ
ん
で
会
」

講
演
会【
要
申
込
】

10
月
23
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

（
受
け
付
け
は
13
時
～
）

「
元
気
を
引
き
出
す
言
葉
の
チ
カ

ラ
～
迷
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
子
供
へ

の
声
か
け
・
接
し
方
～
」と
題
し
て

知
的
障
害
と
不
登
校
の
子
供
た
ち
を

育
て
た
体
験
談
あ
り
の
講
演

認
定
心
理
士　

村む
ら

田た

祐ゆ
う

子こ

氏

先
着
30
人

10
月
20
日（
木
）

電
話
ま
た
は
氏
名
、
連
絡
先
を
明

記
の
上
、
メ
ー
ル

だ
ん
で
会

10
月
23
日（
日
）15
時
15
分
～
17
時

不
登
校
や
子
育
て
に
悩
む
方
々

が
、
安
心
し
て
語
り
合
え
る
場
で
す
。

※
時
間
内
い
つ
で
も
入
退
室
可

※
お
子
様
連
れ
で
も
大
丈
夫
で
す
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

※
参
加
無
料
、
リ
モ
ー
ト
対
応
可

サ
ー
ク
ル
だ
ん
で
ら
い
お
ん

澁し
ぶ

田た０
７
０（
８
４
９
８
）１
９
５
７

3satdandekai@
gm
ail.com

用
途
地
域
お
よ
び
特
別
用
途

地
区
並
び
に
下
水
道
の
変
更

に
係
る
公
聴
会

11
月
７
日（
月
）�
14
時
～

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

用
途
地
域
お
よ
び
特
別
用
途
地
区

並
び
に
下
水
道
の
都
市
計
画
変
更
に

あ
た
り
、
住
民
の
意
見
を
頂
く
た
め

の
公
聴
会

※�

公
述
を
希
望
さ
れ
る
方
は

へ
公

述
申
出
書
を
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
な
ど
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

公
述
の
希
望
者
が
い
な
い
場
合
、

公
聴
会
は
中
止
し
ま
す
。
中
止
の

場
合
は
、
市
の

上
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※�

公
述
申
出
書
提
出
期
限
＝
10
月
31

日（
月
）�

必
着

本
庁
都
市
整
備
課
都
市
計
画
・

景
観
Ｇ（

３
４
２
１
）

（
23
）８
３
８
９

川
内
都
市
計
画
下
水
道
の
変

更（
案
）に
関
す
る
説
明
会

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
全
体
計
画

区
域
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、
こ

れ
に
伴
い
都
市
計
画
決
定
区
域
の
変

更
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
変
更
内
容
の
概
要
に
つ

い
て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

水
道
局
下
水
道
室
下
水
道
Ｇ

（
20
）８
５
０
３

お
知
ら
せ

相
談

医
療
費
助
成
金
の
申
請
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
・
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
助
成
の
資
格
を
お
持

ち
の
方
で
、
病
院
な
ど
を
受
診
さ
れ

医
療
費
助
成
金
の
未
受
給
分
が
あ
れ

ば
、
領
収
書
な
ど
の
支
払
金
額
・
保

険
診
療
点
数
の
分
か
る
も
の
を
添
え

て
申
請
が
で
き
ま
す
。

※�

通
常
、
支
払
い
は
診
療
月
の
翌
々

月
の
月
末（
高
額
療
養
費
な
ど
の

確
認
の
た
め
、
振
り
込
み
が
遅
く

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

※�

詳
し
く
は

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

本
庁
子
育
て
支
援
課
育
成
支
援
Ｇ

（

２
３
６
５
、
２
３
６
６
）

借
金
の
指
示
・
誘
導
に
注
意

し
て
！
～
投
資
・
副
業
関
連

の
ト
ラ
ブ
ル

　

昨
今
、
投
資
や
副
業
な
ど
を
勧
め

た
後
、
借
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
強
引

に
契
約
さ
せ
る
な
ど
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
う
ま
い
話
は
う
の

み
に
せ
ず
、
借
金
を
し
て
ま
で
お
金

を
支
払
う
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
ら
消
費
生
活
相

談
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

消
費
生
活
相
談
窓
口
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　

局
番
な
し
１
８
８

　

▼�

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

（
23
）０
８
０
８

　

▼�

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

�

０
９
９（
２
２
４
）０
９
９
９

浄
化
槽
の
適
正
な 

維
持
管
理
を

　

浄
化
槽
は
保
守
点
検
、
清
掃
、
法

定
検
査
が
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
生
活
か
ら
排
出
さ
れ
た
汚

水
を
浄
化
し
、
き
れ
い
な
水
に
し
て

流
す
こ
と
が
で
き
る
装
置
で
す
。

　

保
守
点
検
、
清
掃
の
維
持
管
理
と

は
別
に
、
県
の
指
定
を
受
け
た（
公

財
）鹿
児
島
県
環
境
保
全
協
会
が
行

う
法
定
検
査
が
毎
年
１
回
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
お
持
ち
の
方
は
、
適
切

な
維
持
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※�

詳
細
は
県

を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
県
生
活
排
水
対
策
室

　
　

０
９
９（
２
８
６
）３
６
８
５

▼（
公
財
）鹿
児
島
県
環
境
保
全
協
会

　
　

０
９
９（
２
９
６
）９
０
０
０

不
動
産
の
公
売 

入
札
会
場
変
更
の
お
知
ら
せ

　

広
報
薩
摩
川
内
８
月
25
日
号
６

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た｢

不
動
産
の
公

売
」の
入
札
会
場
が
変
更
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
時
間
、
内
容
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

変
更
後
＝
本
庁
６
階
６
０
１
会
議
室

変
更
前
＝
本
庁
１
階
１
０
１
会
議
室

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
薩
摩
川
内
９
月
10
日
号
13

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
窓
口
負
担
割
合
が
変

わ
り
ま
す
」の
記
事（
表
１
注
釈
）中
、

表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
正
）｢

課
税
所
得
」と
は
住
民
税
納
税

通
知
書
の｢

課
税
標
準
」の
額
～

（
誤
）｢

課
税
所
得
」と
は
住
宅
税
納
税

通
知
書
の｢

課
税
標
準
」の
額
～

▲市▲市

▲市

▲県

メリ
ット

広告料0円！
プレゼント以外の費用はかかりません。

新規顧客をゲット！
プレゼント当選者は直接来店

市内約3万3,000世帯や
駅、スーパーなどに配布！
市内全域でのお店のPRが可能です。

このお店
知らなかった！
今度行って
みよう♪

なかなか入る勇気が
なかったお店だ！
行ってみようかな

プレ
ゼント提供事業者を

募集中！

　広報薩摩川内の「読者のひろば」コーナーなどに投稿していた
だいた方に抽選でお送りしているプレゼント（22面）の提供事業
者を募集しています。
　詳しくは市　  をご確認ください。

掲載希望の際は市HPの申込書をダウンロード
し、必要事項を明記の上、本庁4階秘書広報課
へ直接、ファクス、メール
　　 秘書広報課企画総務・
　　 広聴広報G（　 4122）
　 （20）5570
　 koho@city.satsumasendai.lg.jp ▲市

時 所
10/24(月) 19時～ 20時 ＳＳプラザせんだい

10/25(火)
15時～ 16時

中央公民館
19時～ 20時

10/27(木) 15時～ 16時 国際交流センター
※�都合のよい会場でご参加ください。
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※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。

川
内
地
域

（
氏
　名
）

永
田

　
　健
司

福
山

　
　ヒ
ロ
子

伊
東

　
　弘
子

道
岡

　
　輝
樹

南
谷

　
　ミ
ツ
ヱ

鶴
原

　
　ス
エ
ノ

長
谷

　
　利
實

𡧃𡧃
都

　
　涼

内
田

　
　ハ
ル
ヱ

田
島

　
　花
子

札
立

　
　信
介

植
村

　
　兼
志

有
村

　
　緑

川
内
地
域

（
出
生
児
）

光
桑
野

　歩ほ
の
か華

中
川

　
　瑠る

い唯

上
川
畑

　知し
お
ん恩

海
老
原

　帆ほ

の

か

々
花

松
山

　
　ほ
の
か

内
倉

　
　音ね

い
ろ彩

木
場

　
　俐り

と杜

川
野

　
　陽ひ

な

の

菜
乃

角

　
　
　為な

ゆ

た

友
太

中
野

　
　凜り

ん

若
田

　
　啓は

る
ち
か央

松
下

　
　侑ゆ

う
り莉

川
路

　
　凛り

じ
ゅ純

迫
田

　
　櫂か

い
ら來

栗
須

　
　咲さ

く
と聡

古
賀

　
　愛あ

い
り梨

佐
々
木

　菜な

ゆ結

濵
田

　
　篤あ

つ
し

諏
訪
元

　悠は
る
き希

樋
脇
地
域

佐
多

　
　翔し

ょ
う
と斗

東
郷
地
域

寺
迫

　
　里り

り莉

牧
野

　
　結ゆ

づ
き月

下
甑
地
域

益
満

　
　渚な

ぎ
さ

坂
元

　
　葵あ

お
い

志
風

　
　悠ゆ

う
と利

奥
薗

　
　駿し

ゅ
ん

新
盛

　
　太た

く

と

玖
斗

洼
畑

　
　颯そ

う
す
け佑

浜
田

　
　愛あ

い
り梨

島
田

　
　夏か

な
た向

水
口

　
　結け

い
し
ん心

宮
薗

　
　芽め

い依

中
西

　
　衣い

と音

桺
川

　
　四よ

つ
ば葉

清
野

　
　陽ひ

よ
り和

赤
岩

　
　那な

つ津

井
上

　
　楓ふ

う
な渚

江
神

　
　菜な

ゆ結

原

　
　
　悠ゆ

う
が賀

久
保

　
　陽は

る
や躍

馬
場
園

　渚な
ぎ
さ沙

福
留

　
　紗さ

な奈

　鹿児島の方言を使って、社会や人情・風習など
を素材に五・七・五の十七音で表現する「薩摩狂句」
があるつん。
　今回は、慌てている様子を表すせんで弁を薩摩
狂句と一緒に紹介するつん。
①「俄

にわかぎゃ

客き　何
な

よ何
ど け

処やろかいち　狼
ばたぐろ

狽っ」不意に
客が来て、慌てて座布団を出したりお茶菓子など
を準備したりする様子を詠んだ句で、「ばたぐろっ
（＝慌てる、ばたつく、うろたえる）」の言葉の響

きがその情景を効果的に表現しているつん。
②「俄

き ゃ っ

客が来
き

っ　そいかあ慌
せ

しこっ　家ン掃
そ っ

除」い
つも片付けをしているとは思っていても、突然の
来客で、「せしこて（＝慌てて、大急ぎで、大忙し

で）」掃除をすることがあるという
様子を詠んだ句だつん。
　どちらも、慌てている様子が想
像できる句だけど、薩摩狂句は読
むときのイントネーションも大切
だつん。みんなは、ちゃんと読め
たかな？

せんで弁講座
慌てたときのせんで弁

（
年
齢
）

【
82
】

【
90
】

【
86
】

【
84
】

【
83
】

【
94
】

【
95
】

【
90
】

【
102
】

【
81
】

【
54
】

【
92
】

【
90
】

東
向
田

冷
水

宮
崎

尾
白
江

天
辰

中
村

大
小
路

大
小
路

御
陵
下

御
陵
下

五
代

五
代

田
崎

（
保
護
者
）

【
大
地
】

【
康
輔
】

【
智
基
】

【
広
大
】

【
賢
太
】

【
祥
希
】

【
尚
樹
】

【
辰
徳
】

【
麗
司
朗
】

【
進
之
】

【
悠
喜
】

【
裕
志
】

【
大
輝
】

西
開
聞

宮
崎

宮
崎

宮
崎

山
之
口

都中
福
良

隈
之
城

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

【
恒
】

【
彬
】

【
大
樹
】

【
静
輝
】

【
侑
希
】

【
晋
平
】

【
翔
平
】

【
拓
郎
】

【
匠
】

【
隆
志
】

【
俊
哉
】

中
郷

百
次

永
利

永
利

永
利

中
郷
三
丁
目

塔
之
原

斧
渕

斧
渕

手
打

片
野
浦

【
か
な
え
】

【
佑
太
】

【
辰
訓
】

【
秀
作
】

【
圭
悟
】

【
勇
樹
】

【
広
夢
】

【
莉
歩
】

【
丈
一
郎
】

【
隼
人
】

【
く
に
こ
】

【
耕
次
】

【
裕
基
】

【
大
輔
】

【
彪
馬
】

【
大
樹
】

【
悟
志
】

【
秀
一
】

平
佐

天
辰

天
辰

天
辰

天
辰

天
辰

花
木

国
分
寺

御
陵
下

御
陵
下

御
陵
下

御
陵
下

御
陵
下

宮
内

宮
内

宮
内

宮
内

宮
内

 vol.55

■総人口 92,479人（−105人）
　男　性 44,820人（− 61人）
　女　性 47,659人（− 44人）
■世帯数 46,391世帯（− 72世帯）

市民の動き（9月1日現在）

献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命
時／ 10月25日（火） 
９時30分～16時00分
所／向田公園
問合先／市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811

市内交通事故の発生状況（累計）
（R4/1/1 ～ R4/9/5）

区　分 件　数
交通事故 153 件（前年比 ＋  23 件）
死　　者 1 件（前年比 ＋    1 件）
負 傷 者 165 件（前年比 ＋  17 件）

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R4/1/1 ～ R4/9/6）

区　分 件　数
火　災 28 件（前年比 ＋  6 件）
救　急 3208 件（前年比 ＋ 467 件）
救　助 27 件（前年比 ＋  8 件）

※枯れ草などを焼却する時は、必ず消防署へ届け出ましょう。
　火の取り扱い・始末には十分注意してください。

税の納期（10月分）

※納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課へ（内線 2450）

税　目 納期限
国民健康保険税４期 10月31日（月）

８
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

８
月
届
出
分
（
敬
称
略
）
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東
郷

　
　フ
サ
コ

下
川

　
　清
博

山
内

　
　康
男

田
畑

　
　マ
ツ
エ

上
田

　
　則
男

砂
嶽

　
　ツ
ヤ
子

丸
田

　
　照
美

柿
田

　
　昭
朗

峯
水

　
　直
行

三
角

　
　貢
二

中
尾

　
　和
彦

𠮷𠮷
𠮷

　
　隊
喜

樋
脇
地
域

栗
山

　
　綾
子

小
川

　
　榮
造

野
田

　
　幸
一

　
東
郷
地
域

大
久
保

　純
博

佐
土
原

　マ
ス
子

内
田

　
　ト
メ

川
原

　
　光
明

中
原

　
　政
秋

上
口

　
　ハ
ナ

祁
答
院
地
域

室
田

　
　正
廣

𠮷𠮷
田

　
　謙
三

上
園

　
　正
人

松
田

　
　重
春

内
田

　
　浩
徳

寺
原

　
　義
二

川
添

　
　琢
郎

鶴
田

　
　タ
ミ
子

原
田

　
　明
江

入
来
地
域

中
島

　
　ヨ
シ
ヱ

中
島

　
　行
公

湯
原

　
　ツ
ヤ

稲
留

　
　高
行

坂
元

　
　広
和

桺
田

　
　ヨ
ツ
エ

【
94
】

【
73
】

【
87
】

【
82
】

【
87
】

【
80
】

【
77
】

【
83
】

【
72
】

【
65
】

【
69
】

【
87
】

【
98
】

水
引

湯
島

百
次

百
次

𠮷
利

久
見
崎

高
城

高
城

城
上

湯
田

西
方

東
大
小
路

市
比
野

【
95
】

【
80
】

【
84
】

【
90
】

【
84
】

【
90
】

【
68
】

【
99
】

【
76
】

【
84
】

副
田

副
田

斧
渕

斧
渕

斧
渕

斧
渕

斧
渕

藤
川

藺
牟
田

黒
木

【
75
】

【
73
】

【
57
】

【
78
】

【
87
】

【
93
】

【
83
】

【
90
】

【
88
】

【
91
】

【
92
】

【
67
】

【
90
】

市
比
野

市
比
野

塔
之
原

塔
之
原

塔
之
原

塔
之
原

塔
之
原

浦
之
名

浦
之
名

浦
之
名

副
田

副
田

副
田

薩
摩
川
内
市
神
田
町
３
番
22
号
　

　
　
　
　
　
　
　
薩
摩
川
内
市
秘
書
広
報
課
内

８ ９５　８　６ ５　０郵送の際は
63 円切手を
貼付くださ
い。

住
　
所

氏（
フ
リ
ガ
ナ
）名

電
話
番
号

ペ
ン
ネ
ー
ム

年
齢
　
　
　
　
　
歳

　
行

読

者

の

ひ

ろ

ば

切り取ってご利用ください。

里
地
域

岸

　
　
　せ
い
子

西
薗

　
　紀
元

小
川

　
　満
武

村
岡

　
　豊
治

上
甑
地
域

石
原

　
　キ
エ

東

　
　
　輝
久

梶
原

　
　ト
キ
エ

【
63
】

【
81
】

【
101
】

【
92
】

【
89
】

【
87
】

【
102
】

里里里里中
甑

江
石

平
良

2022.10月号

　秘書広報課では読者のひろばへのお便り、絵手紙、写
真などや、私のFood記などの読み物への情報提供を募集
しています。住所・氏名・年齢・連絡先・ペンネームを
明記の上、はがき・封書・メールで投稿ください。
※文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁秘書広報課内読者のひろば係
koho@city.satsumasendai.lg.jp

　掲載された方には、竹紙100ノート
（Ａ５版）をプレゼントします。

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集

令和４年
10月28日（金）消印有効

締 

切

▲�竹紙100ノート
　（中越パルプ工業㈱川内工場提供）

※�

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市
民
課
ま
た

は
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
な
ど
に
届
け
出（
出

生
・
死
亡
）を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙
へ
の
掲
載

に
同
意
さ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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読 者 の ひ ろ ば
収
穫
の
楽
し
み

　
今
、
夫
と
２
人
で
我
が
家
の
家
庭
菜

園
の
手
入
れ
と
育
っ
た
野
菜
の
収
穫
が

さ
さ
や
か
な
楽
し
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ピ
ー
マ
ン
、
ナ
ス
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
オ

ク
ラ
、
ス
イ
カ
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
キ
ュ

ウ
リ
、
大
葉
を
少
し
ず
つ
収
穫
し
て
い

ま
す
。

　
今
日
は
何
が
採
れ
る
だ
ろ
う
。
食
材

を
生
か
し
て
ど
の
よ
う
に
調
理
し
て
食

べ
よ
う
か
な
。

　
自
宅
で
旬
の
食
材
を
頂
く
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち
で
今
日

も
お
い
し
く「
い
た
だ
き
ま
す
」。

み
ぃ
に
ゃ
ん（
48
歳
）

大
好
き
薩
摩
川
内
☆

　
先
日
、
久
々
に
太
平
橋
周
辺
を
子
ど

も
た
ち
と
歩
き
ま
し
た
。
５
月
に
こ
い

の
ぼ
り
を
見
に
来
た
こ
と
、
花
火
大
会

を
家
族
と
見
に
来
た
こ
と
な
ど
思
い
出

し
ま
し
た
。
学
生
の
時
は
、
友
達
と
川

沿
い
の
道
路
に
あ
っ
た
カ
ラ
オ
ケ
店
に

行
っ
た
り
、
社
会
人
に
な
る
と
、
友
達

の
結
婚
式
で
流
す
余
興
を
撮
っ
た
り
と

歩
き
な
が
ら
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
薩
摩
川
内
に
40
年
住
み
、
町
の
風
景

は
い
ろ
い
ろ
変
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

場
所
を
訪
れ
る
と
、
昔
の
風
景
の
ま
ま

思
い
出
が
よ
み
が
え
り
、
と
て
も
幸
せ

な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

 

ま
る（
40
歳
）

新
し
い
楽
し
み
と
の
出
会
い

　「
笑
い
文
字
」に
出
会
っ
て
楽
し
く
て

た
ま
り
ま
せ
ん
。
文
字
に
は
い
ろ
い
ろ

な
書
き
方
が
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
暮
れ

に
出
会
っ
た
こ
の
書
き
方
は
、
私
に

合
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
笑
い
文
字
に

は
書
き
終
え
て
半
分
、
誰
か
に
渡
し
て

完
成
と
い
う
教
え
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
ん
な
楽
し
い
こ
と
に
出
会
え
る
な

ん
て
人
生
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
な
！

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

ゆ
う
ち
ゃ
ん

（
62
歳
）

結婚・出産・就職時の記念写真や家族で撮った写真などを住所、
氏名、連絡先、ペンネーム、メッセージを記入の上、メールなど
でお送りください。

提出・問合先／本庁コミュニティ課生涯学習・ひとみらい政策G（内線4741）
　　　　　　　　 hitomirai@city.satsumasendai.lg.jp

掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。

薩摩海食堂
住  港町 6131-23
営 11:00 ～ 15:00

（ラストオーダー 14:30）
休  毎月第２、第４火曜日
（41）3420

●甲冑工房丸武●甲冑工房丸武

●唐浜海水浴場 ●唐浜海水浴場 

川内河口大橋川内河口大橋

草道駅●草道駅●

川内港入口川内港入口

3薩摩海食堂

薩摩川内
水引IC

薩摩川内
水引IC

●●

●川内原子力発電所●川内原子力発電所

川
薩

グ
リ

ー
ン

ロ
ー

ド

川
薩

グ
リ

ー
ン

ロ
ー

ド

我が家のにぎやかかわいい姉弟。
 （ペンネーム: かーたん）

【締切】 10 月 28 日（金） 消印有効

　上記締切までにお便りをいただいた方の中から、
｢薩摩海食堂｣のお食事券（1,000円）を５人にプレゼント。
　旬の海鮮料理を提供する薩摩海食堂では、川内・甑
島などの地元の魚介類を提供することにこだわってい
ます。
　入荷情報は、SNSで更新するので要チェック！
　絶好のロケーションで潮の香りを感じながら、海の
幸をお楽しみください。

▲ Instagram

▲ Twitter

222022.10.10 広報

Ｐ２　 秋の甑島を楽しもう！
Ｐ４　 キジカケル突撃レポート！
Ｐ７　 人のとなりに
Ｐ８　  私のFood記
Ｐ９　 かごしま国体通信
Ｐ10　 本市の国民健康保険の状況
Ｐ12　 薩摩川内市まちづくりデザイン会議
Ｐ13　 みんなの119
Ｐ14　 企業のチカラ／今月の起業人
Ｐ15　 まちの話題
Ｐ16　 情報掲示板
Ｐ20　 うぶごえ・おくやみ
Ｐ22　 読者のひろば

■発　行
薩摩川内市
〒895-8650　鹿児島県薩摩川内市神田町3-22
　　　　　　   0996（23）5111   0996（20）5570
　　　　　　   0996（22）8115 （直通） 
　　　　　　 ※音声案内後に内線番号を押してください。

閉庁日および時間外    0996（23）5115

■編　集
本庁未来政策部秘書広報課

koho@city.satsumasendai.lg.jp

■各支所など
樋脇支所　　〒895-1292　樋脇町塔之原1173
　　　　　　  0996（37）3111   0996（37）2252
入来支所　　〒895-1492　入来町浦之名33
　　　　　　  0996（44）3111   0996（44）3117
東郷支所　　〒895-1106　東郷町斧渕362
　　　　　　  0996（42）1111   0996（42）0767
祁答院支所　〒895-1595　祁答院町下手67
　　　　　　  0996（55）1111   0996（55）1021
甑島振興局　〒896-1201　上甑町中甑481-1
　　　　　　  09969（2）0001   09969（2）1490
　里市民サービスセンター　〒896-1192　里町里1922
　　　　　　  09969（3）2311   09969（3）2912
　鹿島市民サービスセンター　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457-10
　　　　　　  09969（4）2211   09969（4）2672
下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819
　　　　　　  09969（7）0311   09969（7）0753
消防局　　　〒895-0072　中郷町5031-1
　　　　　　  0996（22）0119   0996（20）3430
水道局　　　〒895-0074　原田町22-10
　　　　　　  0996（20）8500   0996（20）8512

■
　

広報電話

0120（894）256
※ 夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報

が電話で確認できます。

■新型コロナワクチン接種　コールセンター
 050（3850）0018

※月曜日〜土曜日の 8：30 〜 17：30
※日曜日・祝日は休み

やくしょにコール

問合先／�本庁未来政策部秘書広報課（内線 4122）

◀︎ Android 版 ◀︎ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」

担当者の声

＜目　次＞

　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」や「薩摩川
内市議会だより」を読むことができます！ダウンロードして
ぜひご利用ください。

つながる甑島

　今月は「秋の甑島」をテーマに、今
楽しめるスポットなどを取り上げた
ことにちなんで、元地域おこし協力
隊で、甑大橋のモニュメントの木彫
原型も制作された、芸術家の純

すみうらあや

浦彩
さんが描く甑島を表紙にさせていた
だきました。
　甑大橋の開通により、甑島が一つ
につながってはや２年。「太古より今につなが
る甑島」というテーマで制作されたものです。
　甑大橋から一望できる風光明

めい び

媚な景色に、
季節が移ろい始め、涼しげな風がそよぐ、秋
の爽やかな甑島を感じていただけるのではな
いでしょうか。
　記事でも取り上げましたが、甑島の魅力は夏だけではありま
せん。１年を通して訪れる人に癒やしと感動を与えてくれるこ
とでしょう。
　特に、今の季節は暑さも和らぎ、過ごしやすい季節にもなり
ますので、サイクリングやツーリング、魚釣りなど楽しんでみ
てはいかがでしょうか。

◎今月の表紙

今年も残り３カ月を切り、年の瀬の慌ただしさを少しず
つ思い出す時季になりました。子どもの頃は１年を長

く感じていましたが、年を重ねるにつれて毎日が風のように
過ぎ、１年をあっという間に感じるようになりました。なぜ
時間の感じ方が変わるか調べたところ、日々同じことの繰り
返しで、新しい刺激が少ないと時間が早く過ぎるように感じ
るとのことでした。今年の残りの期間を充実させるためにも、
涼しくなり動きやすい今、自分だけの新しい〇〇の秋を探し
てみようと思います。	 （廣谷）

花 火大会や綱引きなど、今年の夏以降は感染症対策を講
じながらさまざまな催しが開催され、皆さまも楽しい

ひとときを過ごされたのではないでしょうか。私も各地のイ
ベントに足を運び、たくさんの人たちで賑わう会場や帰りの
交通渋滞など、目の前に広がる久しぶりの光景に、感慨深い
気持ちになりました。今年の冬も今からとても楽しみです。
　さて、「まちの話題」「読者のひろば」のコーナーでは、皆
さまから頂いた身近な話題を掲載しております。皆さまの思
い出話などお伺いできれば幸いです。ぜひお寄せください。

(矢崎)
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薩摩川内市 薩摩川内市

秋
の
甑
島
に
会
い
に
行
こ
う
！
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さつませんだい

自治体広報紙配信
アプリ「マチイロ」
ダウンロード
はこちら

薩摩川内市が
LINE

はじめたってよ。


